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第 9回アジア太平洋藻類学フォーラムのお知らせ
　アジア太平洋藻類学フォーラム（APPF）は，アジア太平洋
藻類学連合が主催となり，3年に一度行われている国際学会
です。第 9回 APPF 2020を北海道大学（札幌市）で開催する
準備をしておりましたが，新型コロナウイルス感染症のパン
デミックの影響で度重なる延期となっていました。多くの皆
さまにご迷惑をおかけしておりますこと，深くお詫び申し上
げます。この度，来年の 4月開催に向けて準備を進めており
ます。多くの方々のご参加をお待ちしております。

APPF 2024 実行委員会　小亀一弘

1．会議名称
　第 9回アジア太平洋藻類学フォーラム
　The 9th Asian Pacific Phycological Forum (APPF 2024)

　主催：アジア太平洋藻類学連合
　　　　（The Asian Pacific Phycological Association）
　共催：日本藻類学会

2．会期および会場
　2024年 4月 14日（日）～ 18日（木）
　北海道大学　学術交流会館（札幌市北区北 8条西 5丁目）

3．ホームページ URL
　https://ec-mice.com/APPF2024/




